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海 外 だ よ
田中 (Ea王Welユ)か ら阿部 (物性研)-
お手紙ありが とうございました｡ こちらでは新年 という感 じもあまり実感な
しに､ もう上旬が過ぎてしまいました｡特に今月初め. 1月4日か ら1月 7日
造 ゝ マンチェスタ-工科大学 即.C.0.S.T_)で tSolidStatePhysics,
Clonference が開かれ､-それに出ましたので尚あっという間もなく.･･･とい
う次第です,. それ程の規模でなくて夷国内の研究者が対象でしたが､ ヨーロッ
パ各国､ 米国. カナダか ら計 50人位を混えて 450人 位だったと思います｡
工科大学は市の東部 よりにあって何とな く阪大中之島近辺を思わせる配置です
が､戦後の被災復興計画で建て られた fiall と1)ormiもory を使って快適な
数日でした｡特別な用事がなければ食事 もすべて構内の ballで SerVe～され
ますのでそれたけプログラム外の討論が存分にできましたC又､ latenight
pr･ogTam が hallの BAR で開かれ る次東で､ こち_らの話題の方が面白い事)
が繁々でした｡押bhlfar七heTがTi托Zの帯磁率が 中性子線回析の結果では常温
のところでピ-クを示し､反磁性と関係 していない何かが あるや.し早が､ どう
解釈した ら良いか と払 rwellの実験グループかニーヵランでいた様ですo
さて分科は normalmetalの電子状態. 超電導体t半導体.格子欠臥 磁
性臥 〔もし対象で分けれ ば)の 5つがパラ_i/ルrL開かれ､ 1日 12- SIの
招待講演がありましたol上記CJ分け方はむしろ正 しくな く1方 法で云 うと
DWA, 及び 0Ⅰ施主占alな測定の少数を除けば､中性子線回析と適o'ssbauer
効果E,Cほとんどしぼ られた様ですO勿論､radiaもLionと菌体の相互作用を中_▼ヽ
心にしてと,云えば奄てが入 る様で､ 今向 の主 目的だろうと思います｡
半導体 と radiationdamage 関係は題 ませ句でしたので.残 りの分科の
中で後に残 りそうな話題をいくつか拾ってみたいと思いますO 工nvited
paperは 13.Egelsもaffが中性子線回析でみ られた液体の内部運動の報告 ･
の中で､ (最近の Phys.Lettersに出た shoもWavelenghtの sound







泰山鳴動か も知れませんq私には Fourier変換の ter皿inationのあいま
レナさカ亨か ら木で小 る様に思えます｡続いて.Lidiardの radiationda･mage
の電子状態及び勉の半導体鯛係の invitedpaperがありましたO ‡1ユi_TIOis
の J.C.甲やealtユeyが今年の Simon賞を貰った講演があり.その中で.
tle3+fIi4_の2相分離は fle3 が 6% 以下では起 らないことが binding
energyの考察か ら推定され､ 自分のところでその混合系の実験 をい くつか進
めているとのことですO但しl tie3 100% に此ぺるとⅩaptza抵抗で冷却
が難しいらしいですC,琴､姥熟の温度依存性は圧力に敏感で. 首e31の例の
C-rT+αTlnTは多分圧力効果か も知れないと示唆 していましたo後 日､
Thoulessが量子液体としての fle3 の Reviewをはなしましたが､ どうも
easy going な事をポソポソはなすだけで､パッ トしませんでした｡勉の招
待講演の中では､Cbo.lkRiverの A.a.B.Woodsが中性子線回析でみた
phononstaもeの Reviewをしましたが､Na.X.Pbでの Kohn争･nO撃 ty_
の存在､及び､Nb.NEMo.Moの iispersioncurveが電子のバ ン ド構造
(rigid_bandmoael)の変化を考えて始めて説明できるらしい事を述べてい
ましたo金属内のイオy振動の問題では見事な解析と思いますo (結晶構造t
そのもの､又､ puremeもal同志の elasticconstな どは大きい差はあ
りませんが. band-st.ruc七ure少なくとも FeTmi面の対称性は大 きく異な







さて個々の発表では 10分間ですので.日本甲学会同私 海が目的で､ 何が
･＼一
結論かわか らないのを閲々みら-れましたが､面白いも･のがいくつかあ りましたQ





す ること､ AkF/kF(110)～ +0.1% ,d亜ン緬 (100) ～ -0.1% ･とのこと
です｡ もしこれが poBiもiveな結果だとすると.異方性が 翫皿の potenもial
のままで充分かどうか一 寸興味がありますo (Liはまだやっていない様です)
slユPer‡工ではスイス RCA研究所の人がtMakiさんの type Ⅱ とみ られ




さて. 多分 proceedingsは出ないでしょうが､又､次の機会にお知 らせ
できると思いますO今回は この辺で､ 中嶋先生始め､研究室の皆蔵によろしくO
.1月 8日 田 中 実 拝
忘 年 会 に ▲ て
S｡P.
と き . 1965年頃のある年の暮｡
ところ : 都会の巷の中O助教授クラスのフ トコロ相応のある料亭
の一室｡
ひ と : 物性関係の実験屋 2人､El ,E2 .
理論屋2人 ,Tl , T2 .
かなりアルコールが廻った頃､テ-プが廻 り始める｡
El:アメリカの Redfieldという人はえらいねC,日本の実験屋にはああいう
ideaはつかまえられないな｡あとから見れば何でもないことなんだが,理論
が基礎から頭に入っていて､式のもつ吻理的な意味が vivid につかめていな
いとあの考えは浮はない0
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